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─ 教育現場の実習教材として ─
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1.　はじめに
　近年、ファッションはめまぐるしく消費され着な
くなった衣服の問題など、「環境」への配慮も必要
である。また、新素材の開発、素材の特性を活かし
たデザインや着用者のニーズに合わせてさまざまな
ものが現れている。衣服は、快適で自分らしさを表
現できる用と美を兼ね備えたものである。被服実習
の現場では、好みの衣服が手軽に入手できる現状
で、何を目的とし、教材とするかが課題である。
　被服教育の現場で実践できる「飾育」への取り組
みとして、筆者の専門であるデザイン制作の領域の
授業では、流行に左右されないスタイルの提案を
行っている。本論では、「装飾」「一枚布」の可能性
の事例を紹介し、実習教材の提案を行い、被服分野
の充実・連携を図ることを目的とする。
2.　「飾育」とは
　「飾育」は、ことばのとおり装飾表現や感性を育
むこと。広い意味では、ものをつくる過程で身につ
く能力を総称していると解釈し、明確な定義はない
がいくつかの項目を挙げてみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・手づくり・手仕事は環境に配慮したエコロジー
　・ひとつだけのものによる個性・自己表現
　・ものづくりの楽しさ・喜びや新しい発見・考
案、独創力・創造力
　・経験から学ぶ、問題点に気づき、改善点を考え
る問題解決能力
　・人に伝えるプレゼンテーションや人とのコニュ
ミケーション能力
　・ものづくりを通して身につける総合的な判断力
など　　
その内容は、それぞれの環境に応じた目的によって
変わる性質のものであると考える。
3.　被服学科　創成工房での実践
　3年次　創成工房は 1・2年次に学んだ知識と技
術を活かして、企画からデザイン制作およびプレゼ
ンテーションまでを総合的に体験することを目的と
している。
専門領域の授業の積み上げと連携
　1年次必修「アパレル製作基礎」の授業ではブラ
ウス・スカートの製作を通して、からだとパターン
の関係や素材とデザインの相応性などを理解した上
で、理論を実践している。技術面では、表 1でも明
確なように経験が少ないため技術の低下は顕著であ
る。ものづくりの工程は、技能を必要とする割合が
多く、特に衣服製作では縫製段階が大半を占めてい
るため楽しさを見出しにくくなっている。また、衣
服の構成や工程を理解していないと単なる作業にな
りがちである。現在では、手軽に好みの衣服を入手
できるため、実習の意義は生産的視野に立ち総合的
に衣服を理解し、体験を通して学ぶことである。2
年次の「体型学」「パターン基礎」「アパレル製作応
用」などの授業で専門領域を深める。
3 年次「創成工房」の実施例（平成 22 年度）
　ファッション造形学研究室では、現代ファッショ
ンの問題点や課題を解決するという視点で、「流行
に左右されない服」をコンセプトとして、企画から
デザイン・制作及びプレゼンテーションまでを行っ
ている。スタンダードなシルエットに装飾をカスタ
マイズすることで、不変と変化の共存を可能にした
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・
スタイルと装う人によってさらに変化し続ける装飾
を提案している。
　22年度は、「パーツの再構築」をベースに素材を
活かした衣服の企画を立案し、グループ編成をして
行った。
　「パーツの再構築」（図 1-1～1-5）は、素材の特
性を活かしながら、流行に左右されずに個々の感性
を表現するスタイルである。
　素材は紙繊維・イラクサを使用し、布の張りと透
け感を活かしたデザインを検討した。ワンピースは
ストレート、Aライン、フィット &フレアーのタ
イプの異なる 3種類を選び基本的なシルエットを決
定した。次に、衿・袖は別仕立てにしてアクセサ
リーのように自由に付け替えができるようにした。
さらに、19世紀のバッスルをモチーフとしてシル
エットを形成する道具を装飾として表面化させた。
また、パーツや装飾を「ボタンとボタンホールの仕
掛け」を用いて取り外しができるようにした。装飾
をカスタマイズして装う人の感性により多様な表現
の可能性を試みた。
　創成工房では、4つのグループがプレゼンテー
ションとして、中間発表で展示を行った。年度末に
は、アンケートや外部評価の結果を反映し、ファッ
ションショーを開催した。また、作品の記録・図録
編集作成まで行い総合的なプロセスをすべて体験し
ている。
4.　教育現場の現状と目標
小・中・高等学校　家庭科
　学習指導要領は、社会背景や国の教育政策の変化
に伴い改訂され家庭科の内容も変化してきている。
小、中、高等学校の家庭科の動向・方針を理解する
ことが必要である。学習指導要領の改訂では、教科
名称、履修学年、履修時間、男女別必修選択の別、
主な教育内容の変遷など大きく影響を受けてきた。
平成 20年には小学校との体系化が図られた。今後
も社会背景とともに変化し続けていく状況で、家庭
科教育への社会的な期待をどのように実践できるか
課題である。
　被服実習は知識・技術を基礎に理解・工夫、実践
へとつなげる総合的な学びである。すなわち、実践
し生活に活かされて目的が達成される。現状では、
授業内容の縮小・時間数の減少に伴い技能の低下は
図 1-1　基本形のワンピース 図 1-5　装飾のカスタマイズ
図 1-2　装飾（1） 図 1-3　装飾（2） 図 1-4　装飾（3）
図 1　「パーツの再構築」　ボタンとボタンホールの仕掛け
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顕著である。現状を把握するためにアンケート調査
を行い、教材について検討した。
アンケート調査
　①　小・中・高等学校での製作品（平成 23年 :
大学 1年生　110名）（表 1）
　大学入学までに全く製作経験のない学生から、表
1のように家庭科の専門分野を学びドレス・浴衣な
どの製作経験のある学生まで差が大きいことがわか
る。全体的な傾向としては時間数の減少に伴い、エ
プロン（78）・ナップサック（55）など数点を製作
している学生がほとんどであるため技術低下の傾向
がある。また、学習指導要領が平成元年改定したこ
とに対応し、袖のいせ込みやファスナーつけ、ボタ
ン穴かがリなどが教科書から削除され、簡単な構造
のトップスやスカート・ハーフパンツなどの被服に
変化している。
　表 1の実施例は少数であったが、簡単な構成・立
体造形のおもしろさを理解できるニット帽、ミサン
ガなどを利用した簡単織物、環境に配慮したものと
して、エコたわし・エコバック・リメイクバックな
ども有効であると思われる。
　②　小・中・高等学校の被服製作の現状と目標お
よび教材案（表 2）（平成 23年 :「家庭科」
教員 27名）
　教育現場では、生徒の技術の低下、授業時間の不
足、実習用具などの環境不備などが挙げられてい
表 1　小・中・高等学校の製作品
  衣         服 ハーフパンツ、スカート
パーカー、Ｔシャツ、アロハシャツ、ポンチョ、ブラウス、ジャケット
パジャマ
ワンピース、チュニック、ドレス、ウェディングドレス、ダンス衣裳、チュチュ
浴衣、甚平
子ども用衣服 スカート、ブラウス、ワンピース、着ぐるみ
マフラー、ニット帽
エプロン（78）、割ぽう着、三角巾
アクセサリー、ブローチ、シュシュ、バレッタ、ミサンガ
  小        物 ポーチ、小物入れ、巾着、手提げ袋、弁当袋
ナップザック（55）、バック、エコバック、リメイクバック
ペンケース、はしケース、ティッシュケース
ブックカバー、まくらカバー、クッション・クッションカバー、ペットボトルカバー
トイレットペーパーホルダー、ウォールホルダー
  子ども用小物 おもちゃ、あみぐるみ、ぬいぐるみ、人形、布の絵本
ふきん、ランチョンマット、雑巾
エコたわし
基礎編み、基礎刺繍
表 2　事例 1を使用した教材案
衣服 +装飾 小物 +装飾
小学校 5、6　  エプロン 手提げバッククッション
中学校  シアターエプロン
幼児用おもちゃ、絵本
ウォールポケット、メッセージボード、カレンダー
ブックカバー、ファイルカバー、ティッシュケースカバー
ペットボトルホルダー
バック
高等学校 エプロン、Tシャツ
幼児用おもちゃ
ペンケース、ランチバック
お弁当袋、シューズ入れ
壁掛け、テーブルセンター
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る。
　被服実習の目標は、次に挙げる双方をバランスよ
く習得することである。
　1）　基礎技術の習得と日常生活への応用…手縫
い、アイロンかけ、ミシン縫い
　2）　デザイン・装飾表現と感性、自己表現…様々
な装飾表現
　表 2は、5. 実習教材への提案・事例 1「ボタンと
ボタンホールの仕掛け」を使用して、現状に即した
教材案を検討した結果である。生活に役立つもの作
りとして、生徒（男女）や幼児用の小物の提案が多
かった。また、製作品について、工夫したことや感
想・おもちゃなどの遊び方を発表させ、意見交換を
させるなどのプレゼンテーション・コミニケーショ
ンなどを行うことも考えられている。
5.　実習教材への提案　
装飾「ボタンとボタンホールの仕掛け」（図 2-1～
2-4）形「一枚布」
　従来のアパレルで使用するボタンとボタンホール
の使い方にとらわれず、装飾をつけたり外したりす
るための装置としてデザイン展開をした。
図 2-1　ボタン 図2-2　装飾をカスタマイズ 図 2-3 図 2-4
　「ボタンとボタンホールの仕掛け」を用い、装飾
を自由に付け外し可能にすることで、個々の感性に
働きかけ、気づき・動作を引き起こし工夫する楽し
さを体感する。物づくり・工夫する楽しさを伝え、
「飾育」・装飾表現の可能性を提案するものである。
 ・事例 1「装飾」
　「Flower garden ─ 変化する空間 ─」1）から（図 3）
素材の特性を活かして、手工芸の様々なテクニッ
クを使用した帽子の制作。装飾は自由に取り外しが
出来るため、装う人の個性が表現できる。
　構成 : 皿型ベレー（トップクラウン・サイドク
ラウン）
　素材 : 表布は白色を基調に裏布や装飾に色柄を
使用して 20種類のデザイン表現
　装飾 : ボタン・ビーズ、ミシン刺繍の花モチー
フを中心に、刺繍・バテンレース・ダッチ
ングレース・染色・デコパージュ・リボ
ン・ギャザー・シャーリングの装飾・ワイ
ヤーの装飾・樹脂加工など手工芸の様々な
テクニックを使用。図 4-1、4-2は、スラッ
シュキルトの帽子にレースにモチーフ編み
の装飾
　帽子は少ないパーツで立体化させることができ、
造形表現のおもしろさのある形である。装飾は、
図 4-1　皿型ベレー（側
面）スラッシュ
キルト
図 4-2　レース・毛糸の
モチーフ
図 2　ボタンとボタンホールの仕掛け
図 3　「Flower garden ─変化する空間─」
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トップを丸いキャンパスに見立て絵を描くようにモ
チーフを自由に変化させることができる。かぶり方
は、ハンチング風に前に下げたり、横に傾けたり、
前髪を出して後ろにかぶるなどアレンジができ装う
楽しさも実感できる。素材は季節、目的に応じて自
由に選ぶことができる。また、装飾も好みに応じて
自由に使用できる。形は、帽子だけではなく衣服・
バックや小物など様々なものが対象となる。
 ・ 事例「個展」変化する空間
　─ 装飾をカスタマイズ ─ 2）から 
［Clothes］［Chapeau］［Interior］の 3部構成
「ボタンとボタンホールの仕掛け」「一枚布」やシ
ンプルな形から展開する構成の可能性を試みた。多
くの人の感性に働きかけ工夫する楽しさを体感でき
る「変化する空間」の提案を行った。
 ・事例 2-1「装飾」「一枚布」
　［立体お絵かき］（図 5-1～5-3）大人と子どもの
ペアルック
　ワンピースは着方でスカートになるデザインで、
装飾を選んで、好きなボタンにつけて楽しむことが
できる。子どもが自分で工夫できるステップがいく
つもある。また、エプロンは、布の絵本のように子
どもが好きなモチーフを選んでボタンにとめる。布
の質感、平面から立体への変化など子どもの感性を
刺激し、楽しみながら工夫する動機づけとしての提
案である。
　基本構成 : 長方形…2ウェイワンピース
　　　　　　　　　　（スカート）
　　　　　　　　　　エプロン（小さい穴）、
　　　　　　　　　　ストール（大きい穴）、
　　　　　　円………ヨーク、バック
　装　　飾 : シャーリング、ギャザー（シャーリ
ング糸使用）、プリントモチーフ、く
るみボタン、円モチーフ
　素　　材 : 綿、絵本のモチーフプリント 2種類
　子ども用エプロンの構成と装飾（図 6-1、6-2）
長方形に 2つの穴をあけ、シャーリングの装飾
を加えた。穴に手を通すとエプロンとなる。同じ構
造で大人用ストールは、ボレロのようにも着装でき
る。
 ・ 事例 2-2［装飾遊び］（図 7）
　子どもの飾育おもち ゃ
　ボタンとボタンホールの仕掛けを利用して、子ど
もを対象に遊びながら自然に感性を身につけること
を目的に考案した。フエルトの円モチーフは、1か
ら 10の数や三角・四角などの図形を表している。
また、インテリアの壁かけや布の絵本のように立体
へと変化する。ボタンとボタンホールの大きさを検
討し幼児用に展開した場合、感性だけでなく手先を
動かす練習になると思われる。また、同様に大人の
リハビリなどにも使用できる可能性がある。
 ・事例 2-3、2-4［装飾］「一枚布」
　［レース・コレクション］（図 8）［ジレ］（図 9）
子どもから大人へ
　事例 2-1と同様の基本構造で素材と着装方法を替
えることで、広い年齢層まで着用が可能になる。
　基本構造 : 長方形
　装　　飾 : シャーリング、ギャザー（シャーリ
ング糸を使用）
・事例 3「一枚布」　
　［平面から立体へ］（図 10）年齢・性別を問わな
いユニバーサル服
　一枚布（マルチカバー）からの展開　
　一枚の布から、ショールとパンツを制作　
　直線のみのパンツの構成、ネパールの民族服シャ
ルワール（図 11）からの展開
　平面から立体へと変化していく構造を理解し、装
い方の工夫に繋げる。
　基本構成 : 長方形を折りたたみ立体化…2ウェイ
パンツ、ボレロなど
　装　　飾 : 織柄、インテリア用タッセル、ブレー
ド、ドイリー
　素　　材 : インテリア用の素材を使用
　 ･ パンツ 1…ストールとパンツ（図 12-1、12-2）
　 ･ パンツ 2…一枚布を折りたたんで
　　　　ストール・ベストとパンツ（図 13-1、13-2）
　パンツ 2は、折り紙を折るように一枚布をたた
み、からだを通すことで立体化する構造である。胸
元まで引き上げてオールインワンにしたり、パンツ
に変化させることができる。また、トップは装い方
でショール、ジレなどに変化する。素材を変え、装
飾を抑えることで男女兼用にもなり、同様の構造で
寸法を小さくすることで子ども用にもなる。
　事例の利点をまとめると次の通りである。
 ・構造が単純で最小限のパーツからできているこ
と。
 ・誰にでも簡単にできる手法であり応用範囲が広い
こと。
 ・手縫い、ミシン縫いなどの基礎が網羅されてお
り、同時に装飾表現も可能であること。
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図 5-2　基本形ワンピース 図 5-1　「立体お絵かき」大人と子ども
のペアルック
図 5-3　基本形ワンピース
図 6-1　子ども用
エプロン
図 6-2　図 6-1 の構造
図 6-3　「立体お絵かき」の 装飾 図 7　装飾遊び「飾育おもちゃ」
図 8　「レースコレクション」子どもから大人へ 図 9　「ジレ」一枚布
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図 10　「平面から立体へ」一枚布からの展開
図 13-2
図 12-2
図 11　ネパールの民族服・シャルワール
図 12-1　ショール、パンツ１の構成
図 10　右から 2番目
図 13-1　ショール・ベスト、パンツ 2の構成
図 10　右から 1，3，4番目
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 ・比較的短時間で達成感やものづくりの楽しさが得
られること。
など教材としてのメリットがあると思われる。
　さらに、ボタンとボタンホールの仕掛けの特徴
は、デザインが変化する新しい表現である。
　それは、想像をしてない新しい発見・発展の可能
性がある。また、「一枚布」は裁ち落としがないた
め、合理的な構造であり環境にも配慮したデザイン
である。
6.　若い世代を中心にした日本ブームとものづ
くり
　現在、ヨーロッパではアニメなどのサブカル
チャーに共感する若い世代が急速に広まり日本文化
への関心が高まっている。「Japan Expo」など日本
文化の価値観や美意識をグローバルな世代に発信す
ることを目的にさまざまなイベントが開催されてい
る。
　国内では 35th「JAPAN HOBBY SHOW」3）が開催
された。伝統ニットなど文化の伝承から暮らしを楽
しくする “てづくりデコ” “スクラップ &コラー
ジュ”の企画・トークショーやワークショップなど
が行われ、多くの企業やクリエイターが出展してい
る。子どもから大人まで楽しめる内容で、特に、若
い世代の人たちが関心をもち、手に取り・作り・使
う楽しみを実感していることは興味深い。ホビー
ショーに展示されている作品は、いずれも編みも
の・ビーズ・フエルト・クラフトなどを使用した
“かわいい”小物が中心である。手工芸・てづくり
のブームも日本文化としてグローバルな広がりが期
待できる。
　さて、被服実習の授業での技能低下が顕著である
一方、ものづくりへの関心が薄くなったのではない
こともわかる。様々なイベントには若い人たちがリ
アルに使いたいと思うものにあふれている。デザイ
ン発想のもと、被服教育の教材のヒントなどがある
と思われる。
7.　まとめ
本論で紹介した「装飾の可能性」と「一枚布」
は、ものづくりの楽しさを実感する導入として、誰
でも簡単にできるテクニックを使用しながら、創意
工夫ができるのが特徴である。そして、そのプロセ
スの中で、考えていなかった新しいものへの発展や
発見から新たな楽しみが生まれる可能性も秘めてい
る。もの作りの付加価値は、ひとつだけのオリジナ
リティーや思いを形にすることでもある。
事例 1「ボタンとボタンホールの仕掛け」の特徴
は、デザインが変化することにある。その視覚的効
果によって人を引きつけ、工夫しようとする心に働
きかける。創意工夫という精神的な価値も身につけ
ることができる。アンケート調査② で挙げたよう
に、それぞれの教育現場の環境に合わせて応用でき
る自由度があること。既存のものにさらにオリジナ
リティーなどの付加価値を加えることができるの
で、教材としても効果が期待される。また、小・
中・高等学校および大学とそれぞれの環境・目的に
応じた実習計画を立てることが可能である。今年度
も創成工房では、流行に左右されない・消費されな
い服への提案をいくつかのグループで企画・デザイ
ン制作を実施している。
また、「一枚布」から展開した作品は、シンプル
なので装いによって変化し個性を表現できる。裁ち
落としがなくシンプルで合理的あり、同時に環境に
配慮したデザインであると言える。また、折りたた
みによる立体化表現は折り紙の発想で新しいデザイ
ンの可能性もある。
「飾育」は、生活に活用できる実用的価値だけで
なく精神的価値をも身に付けることができ、性別や
年齢に関係なく学べるものである。被服学科におけ
る「飾育」の構築にむけての課題は、衣服の構造を
理解し、デザインとパターンメイキングの方法を習
得すること。また、デザイン表現のバリエーション
をデータ化して学生が自分の感性にあったものを選
び、組みかえることができるシステムを構築するこ
とである。また、学科内の連携をとり充実させてい
きたい。
服飾はかわいい・かっこいいというデザイン性だ
けではなく、肌にやさしい素材や着心地などの機能
性も必要であることは言うまでもない。また、衣服
は「環境」「福祉」「健康」など、多岐にわたる分野
でのニーズがあり注目されている。好きなものを作
るだけではなく、流行によって消費され着用しなく
なった衣服のリメイク、リサイクル、リユースなど
の視点をもったデザイン教育も必要であると思われ
る。また、衣服は自分らしさを表現し人のからだと
心をつなげるツールでもある。今後も子どもからお
とな・高齢者とそれぞれのニーズに応じた服飾の提
案を行い授業にも活かしていきたい。そして、「飾
育」を活かしたおもちゃ、生活空間などの企画は学
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科を越えた横断的実践としてのコラボレーションの
可能もあり、さらなる教育効果も期待できる。
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Summary
　The case of the possibility of “decoration” “one sheet cloth” is introduced in the point of view of “syokuiku” which can be 
practiced in the spot of the clothing education, and a training subject is proposed, and it aims at planning the fulfillment, con-
nection of the clothing field. 
 ・Structure should be simple, and be made of minimum parts. 
 ・The thing which is the technique which anyone can do easily and which has wide application. 
 ・The thing that which foundation which the sewing machine which sews it by hand sews is covered and decoration can be 
expressed, too. 
 ・The thing that it can get happiness of a feeling of the achievement and manufacturing comparatively in a short time. 
　It considers that there is an advantage as a subject. 
　Furthermore, the characteristics of the device of the button and the buttonhole are the new expressions that design changes. 
That has the possibility of the new discovery, development which isn’t imagined.　And, because there is no rest that it was 
cut, “one sheet cloth” is rational structure, and it is design in consideration of the environment as well. 
　From now on, the design of remake of the clothes which an environment was thought about and which it stopped wearing. 
　The ornament of the fashion which met each need with the adult, old man from the child is proposed, and it wants to make 
use of it for the class as well. 
　The toy which made use of “syokuiku”, and a project such as a living space are possible like the crossing that it exceeded a 
subject, and more effect on education of the collaboration as a practice can be expected, too.
